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＜ お使いいただく前に ＞ 

１．はじめに 

この度は、「ショックレコーダ ＳＲシリーズ」を御購入頂き、誠にありがとうございます。 

この「説明書」をよくお読みの上、正しくお使い下さい。 

 

ＳＲマネージャーは、Ｗｉｎｄｏｗｓ９５／９８／2000／ＸＰ専用ソフトウェアです。 

この説明書の内容につきましては万全を期しておりますが、万一、不明な点がありましたらご連絡下さい。 

また、内容につきましては、予告なしに変更する場合があります。 

 

ＳＲシリーズで測定したデータ及び運用した結果の影響につきましては、責任を負いかねますので予めご了承下さい。 

 

２．動作環境 

稼働ＯＳ  日本語ＭＳ－Ｗｉｎｄｏｗｓ ９５／９８／ＭＥ／2000／ＸＰ。 

パソコン本体  Ｐｅｎｔｉｕｍプロセッサー（１６６ＭＨｚ）以上のＣＰＵを搭載し、 

   上記ＯＳが正常動作するパーソナルコンピュータ。 

必要メモリー  ６４Ｍｂｙｔｅ以上。（ＯＳ推奨仕様に準じる） 

ハードディスク  １００Ｍｂｙｔｅ以上の空きエリアが必要。 

画像解像度  ８００ × ６００ 以上を推奨。 

ＣＯＭポート  ＲＳ－２３２Ｃ仕様のＣＯＭポート１ＣＨが必要。 

   Ｍｉｃｒｏｓｏｆｔ、Wｉｎｄｏｗｓは、マイクロソフト社の登録商標です。 

 

３．違法コピー禁止について 

ＳＲマネージャー（ソフトウェア）の全部または一部を複製し、無断で複製物を配布すると、著作権の侵害となります

ので、ご注意下さい。 

 

４．警告表示について 

ここに示した注意事項は、本製品を安全に正しく御使い頂き、あなたや他の人々への危害や損害を未然に防止す

るためのものです。また注意事項は、危害や損害の大きさと切迫の程度を明示するために、誤った取扱いをする

と生じることが想定される内容を「警告」「注意」に区別しています。いずれも安全に関する重要な内容ですので、

必ず守って下さい。 

 

危険 
この表示を無視して、誤った取扱いをすると、人が死亡または重傷を負う危険が切迫して生じること

が想定される内容を示します。 

警告 
この表示を無視して、誤った取扱いをすると、人が死亡または重傷を負う可能性が想定される内容を

示しています。 

注意 
この表示を無視して、誤った取扱いをすると、人が傷害を負う可能性が想定される内容及び物的損傷

のみの発生が想定される内容を示しています。 
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５．具体的な禁止と注意事項について 

危険 

●ＳＲ本体は、防水構造になっていません。ＳＲ本体内部に水分が入らないように慎重に操作して下

さい。水分が入ると電子回路がショートし破損、あるいは発火するおそれがあります。 

●バッテリー交換時、バッテリーのプラス・マイナスをショートさせないで下さい。壊れるかまたは発熱

による火災・爆発が発生する危険があります。 

●バッテリー交換時、バッテリーのケーブルがカバーで挟まれないように、慎重にカバーを取り付け

て下さい。ケーブルを挟むとショートし、壊れるかまたは、発熱による火災・爆発が発生する危険が

あります。カバーは弛まないようしっかり締めてください。 

●バッテリー００６Ｐアルカリ電池とリチウム電池を混在して使用しないで下さい。壊れるかまたは、発

熱による火災・爆発が発生する危険があります。 

●絶対に分解しないで下さい。ショートなどによる発火の危険があります。 

●ＳＲ本体を被測定物にしっかりと固定して下さい。緩みやガタがあると破損する恐れがあり、ひいて

は内部部材、特にバッテリーが破損し、発火の危険があります。 

警告 
●付属のＡＣアダプタをＡＣ１００V 電源以外では絶対に使用しないで下さい。火災・感電・故障の原因

となります。 

●濡れた手でＡＣアダプタを抜き差ししないで下さい。感電・故障の原因となります。 

注意 

●ＳＲ本体に大きな衝撃（落下など）を与えないで下さい。破損する恐れがあります。 

●バッテリー交換を行う時は、必ずＳＲの電源を「ＯＦＦ」にしてから行って下さい。電源が「ＯＮ」の状

態でバッテリー交換を行うと、内部データが破損し、測定ができない状態になる可能性があります。 

●ＳＲの使用経歴が不明で、使用中のバッテリー残量が不明確な場合は、新しいバッテリーに交換し

てから計測を行って下さい。ＳＲのバッテリー電圧は、目安にすぎませんので、バッテリーの残量を

正確に確認することができません。ＳＲの使用経歴からバッテリーの残量を推測して下さい。 

●計測が長期間に及ぶ時は、バッテリー・ボックスをご使用下さい。 

●ＳＲとパソコンの通信中にインターフェース・ケーブルを外さないで下さい。通信中にインターフェー

ス・ケーブルを外すと、ハングアップする恐れがありますので、絶対に行わないで下さい。 

●ＳＲで測定したデータをパソコンに読み込む以前に、クリア・スイッチを押すと、データが消去され、

データの復元ができませんのでご注意下さい。 

●クリア・スイッチの操作は、計測を終了しデータの読込みを行った後に操作するか、または計測を

開始する直前に行って下さい。 

●ＳＲ本体に過去の測定データが残っている状態で、計測を開始すると、残っているデータ量にも依

りますが、データ測定ができないことがありますので、計測開始前にクリア・スイッチ操作を行って

下さい。 

●クリア・スイッチ操作を行わないで、計測スタート／ストップ操作を１０回行うと１１回目以降の計測

ができませんのでご注意下さい。 

●記録可能な時間は記録周期に依存しますので、十分に考慮したうえで計測を行って下さい。 

 

●ＳＲシリーズの衝撃加速度測定範囲は、フルスケールの１０％までを、オーバー分として測定する

ことができます。 １１０％を越える衝撃加速度については、すべて、フルスケールの１２０％値とし

て記録します。 

●計測中及びパワーＯＮ状態でバッテリーを絶対に外さないで下さい。内部データが破損し、データ

を読み込めなくなる可能性があります。計測中に誤ってバッテリーを外し再度計測を開始した場

合、記録されたデータは正確ではありません。計測を再開する場合は、必ずクリア・スイッチ操作を

行って下さい。 

●キーロック・スイッチは、計測中に押しボタンスイッチが、何かに接触するなどで、不本意に計測が

停止することを防ぐためのスイッチです。キーロック状態で計測をストップする場合は、まずキーロ

ックを解除し計測を停止して下さい。 
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＜ 装  置  本  体  編 ＞ 

１．概  要 

１） 「ＳＲシリーズ」・ショックレコーダは、衝撃・振動・加速度を簡単に測定したいとの、お客様の声をもとに開発し

た衝撃振動加速度レコーダです。 

２） 「ＳＲシリーズ」のセンサー内蔵タイプは、コンパクトなケースに加速度センサー、ＭＰＵ、メモリー、バッテリー

を内蔵したオールインワンタイプのショック・レコーダです。測定対象物に取り付け、測定スタートボタンを押す

だけで、衝撃ピーク値または波形(SR1000 シリーズのみ) の記録が出来ます。 

３） ＳＲ１０００シリーズは衝撃のピーク値を記録するモードと衝撃の波形を記録するモードがあり、用途に応じて

選ぶことが出来ます。 

４） 記録データは、衝撃のピーク値とパルス幅で６０，０００データ、衝撃波形は５１２ポイントを１データとして７５０

データまで記録できます。 

５） 「ＳＲシリーズ」は、添付のソフト（ＳＲマネージャ）により、パソコンからの測定条件の設定、測定データの読込

み、データのグラフ表示などを簡単に行うことができます。 

また、測定されたデータは、パソコンのＥｘｃｅｌなどの汎用ソフトでも解析が可能です。 

連続波形記録で測定した場合はＥｘｃｅｌのマクロで作製した「ＳＲ連続波形解析」を使用下さい。 

６） ＳＲシリーズは非常に小型・軽量です。 

７） ＳＲシリーズは、１軸のＳＲ１００／１１００と、３軸のＳＲ３００／１３００があります。 

８） フルスケール５Ｇ、１０Ｇ、２０Ｇ、５０Ｇ、１００G の５タイプがあり、SR１００／３００のセンサー内蔵タイプは１０G、

２０G、５０G となります。 

９） センサー重量が５ｇと軽い外付センサー・タイプもあります。 

   計測したい部分が軽いものや狭い場所の時は外付センサー・タイプタイプが最適です。 

 

 

 

 

２．システム構成 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ＳＲ１００／ＳＲ３００  ピーク値、パルス幅を６０，０００データ記録 （ピークモード） 

ＳＲ１１００／ＳＲ１３００ 振動衝撃波形を７５０データ記録 （波形モード） 

  ピーク値、パルス幅を６０，０００データ記録 （ピークモード） 

 

ＳＲ１００/1０００シリーズ
パソコン

インターフェース・ケーブル
（ ＲＳ２３２Ｃ  ） ＳＲ1３００ Ｓｈｏｃｋ　Ｒｅｃｏｒｄｅｒ
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６

 パワースイッチ：ＳＲの電源をＯＮまたはＯＦＦにします。
（ＰＯＷＥＲ）

 ＲＳ２３２Ｃコネクタ：ＳＲの設定及びデータ読み込み時に専用の　　　
（ＲＳ２３２Ｃ） 　　インターフェースケーブルでＰＣと接続します。

 ＤＣ電源コネクタ：ＡＣアダプタ、バッテリボックスを接続します。
（ＤＣ５～９Ｖ）

 計測スイッチ：計測スタートまたは計測ストップを行います。
(ＳＴＡＲＴ)

 クリアースイッチ：メモリに記録されている測定データを消去します。
（ＣＬＥＡＲ）

 キーロックスイッチ：パワースイッチ、計測スイッチ、クリアー
　（ＬＯＣＫ）　　　スイッチ操作を無効にします。

 上蓋（電池押さえ板）

 取り付け金具：ＳＲを被測定物にネジで固定する時に使
　　　　　　　用します。

 方向性表示：ＳＲを被測定物に取り付けた時の方向性を表示します。

 インディケータ：ＳＲの状態をＬＥＤの表示で表します。
　(ＩＮＤ)　　　詳細は　３.２、３.３項を参照のこと。

上面図

正面図

側面図

 上蓋固定ネジ：電池交換を行う時、ビスをゆるめて
　　　　　　　　　　　上蓋を外し電池交換を行います。

キ－ロックされていない状態

キ－ロックされた状態

ＳＲ1３００ Ｓｈｏｃｋ　Ｒｅｃｏｒｄｅｒ
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３．各部名称及び機能 

 ３．１ 各部の名称 
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 ３．２ ランプ表示と動作状態 

動作状態 ＩＮＤランプ ブザー音 備  考 

電源ＯＦＦ 消灯 無し  

パソコンとの通信中 消灯 〃  

スタンバイ状態 橙色点滅 〃  

計測中 緑色点滅 有り  

ローバッテリー 注１) 赤色点滅 無し 計測中、スタンバイ中 

データフル 注２） 橙色点灯２秒間 〃  

注 1） ローバッテリー表示は、電源電圧が６Ｖ以下になるとランプが赤色に点滅します。ローバッテリーになると 

電池の残量が残りわずかですので、すぐに電池交換を行うか、ＡＣアダプタでご使用下さい。 

注２） データフル表示は、ＳＲのメモリーがフルの場合、パワースイッチＯＮ操作終了後および計測スイッチ・スタート 

操作終了後にランプが橙色に点灯します。 

上書き設定ができない機種では、新規のデータ記録が出来ない状態を示しています。 

 

 ３．３ 操作スイッチと動作状態 

項目 スイッチ操作 ＩＮＤランプ ブザー音 備 考 

パワー 

ＯＮ 

本体側面のパワースイッ

チを押す 

緑色２秒間点灯後 

橙色の１秒周期の点滅 

２秒間の 

ブザー音

有り 

 

パワー 

ＯＦＦ 
〃 

緑色２秒間点灯後 

消灯 
〃  

計測 

スタート 

本体側面の計測スタ－ト

スイッチを押す 

緑色２秒間点灯後 

緑色の１秒周期の点滅 
〃  

計測 

ストップ 
〃 

赤色２秒間点灯後 

橙色の１秒周期の点滅 
〃  

データ 

クリア 

本体側面の小さな穴の中

のスイッチをシャープペン

などの先で押す 

赤色２秒間点灯後 

橙色の１秒周期の点滅 
〃 

測定データをパソコンに読込

まないでクリアスイッチを押す

と、データの復元ができませ

んのでご注意下さい 

キー 

ロック 

本体側面の長穴の中の 

スイッチをシャープペンな

どで左右にスライドさせる 

な し な し 

パワースイッチ OFF、計測ス

イッチ、クリアスイッチの操作

を無効にします 

 



 

８

 ３．４ コネクタ 

コネクタ名称 接  続 備  考 

ＲＳ２３２Ｃコネクタ 
パソコンとの通信時に、付属のインターフェース

ケーブルを接続します。 

通信時は、ＳＲの内部バッテリーの消

耗が大きいので、付属ＡＣアダプタを

使用して下さい 

ＤＣ電源コネクタ 
外部バッテリーボックス、ＡＣアダプタから 

ＳＲに電源を供給します 
 

 

 

４．測定準備 

１） ＳＲシリーズをご使用になる前に、ＳＲ本体の計測環境の設定とＰＣ（パソコン）の環境設定が必要となります。 

環境設定は、付属のフロッピーディスクに入っているＳＲマネージャーで行います。ＳＲマネージャーのインスト

ール及び使用方法については、＜解析ソフト編＞ １．ＳＲマネージャーを参照下さい。 

２） ＳＲ本体に付属の電池をセットし、パワースイッチを押し電源をＯＮにします。 

３） ＳＲとＰＣを付属のインターフェースケーブルで接続し、ＳＲマネージャーを起動します。 

４） ｢ＳＲ情報｣でＳＲの本体情報を確認し、変更が必要な場合は「測定条件設定」で記録周期や内部時計の時刻等

を設定します。 

 

この時、計測中でないのに｢通信エラー｣となったときは、パソコンの通信ポート番号が合っていないためと思

われます。 

＜解析ソフト編＞２.４項 ＰＣ環境設定の３）通信の設定により通信ポート番号を｢２｣等に再設定して下さい。 

 

以上でＳＲ本体の環境設定は終了です。 
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５．記録時間 

 ５．１ 記録時間 

ピーク測定時の記録間隔と連続記録時間を示します。 

 

記録間隔（周期） 
記録時間 

ＳＲ１００／１１００ 

記録時間 

ＳＲ３００／１３００ 

１ 秒 １６．６ 時間 ５．５ 時間 

２ 秒 ３３．３ 時間 １１．１ 時間 

５ 秒 ８３．３ 時間 ２７．７ 時間 

１０ 秒 ６．９ 日 ５５．５ 時間 

３０ 秒 ２０．８ 日 ６．９ 日 

１ 分 ＊４１．６ 日 １３．８ 日 

２ 分 ＊８３．３ 日 ＊２７．７ 日 

５ 分 ＊２０８．３ 日 ＊６９．４ 日 

１０ 分 ＊４１６．６ 日 ＊１３８．８ 日 

＊ 外部バッテリー使用時 

波形測定時の記録間隔と連続記録時間を示します。（ＳＲ1000 シリーズのみ） 

 

サンプル周期 (msec) １ ２ ５ １０ ２０ ５０ １００ 

記録容量時間 ＳＲ１３００ 2.1 分 4.3 分 10.7 分 21.3 分 42.7 分 106.7 分 213.3 分 

          ＳＲ１１００ 6.4 分 12.8 分 32.0 分 1.1 時間 2.1 時間 5.3 時間 10.7 時間 

波形モードではトリガレベルを設定することにより、一定のレベル以上の衝撃波形を効率よく記録する事が出来ま

す。 

 

 ５．２ 動作時間 （電池） 

使用電池による連続動作時間の目安を示します。 

 電池種類 
使用本

数 

連続動作時間           

SR100/1100 

連続動作時間                      

SR300/1300 
備  考  

内蔵   

バッテリー 

 ００６Ｐ 9V   

アルカリ電池 ２本 ２０日間 １４日間 （市販電池） 

  ００６Ｐ型     

リチウム電池 

SR-U9VL-J 

２本 ５０日間 ３０日間 （非市販電池） 

バッテリー 

ボックス 

００６Ｐ 9V   

アルカリ電池 
４本 *  ４０日間 *  ２８日間 （市販電池） 

  ００６Ｐ型     

リチウム電池 

SR-U9VL-J 

４本 * １００日間 *  ６０日間 （非市販電池） 

 

注１） 内蔵バッテリーと外部バッテリーボックスと組み合わせることにより＊印の時間が加算されます。 

リチウム電池のバッテリーボックスを２個カスケード接続することにより１８０日間の計測が出来ます。 

注２） 動作環境／状態により、連続動作時間が変動する場合があります。 



 

１０

６．使用上の注意事項 

下記の注意内容を十分に守ってご使用下さい。 

１） 計測スタート／ストップ操作 

計測スタート／ストップは必ずスイッチ操作で行って下さい。 

計測スタートの操作を１０回行うと、１１回目以降の計測スタートができません。 

記録データ数が最大（ピ－ク：６００００件、波形：７５０件）に達した後は、計測のスタ－トはできません。 

２） キーロック・スイッチについて 

計測時は必要に応じ、キーロック状態で使用して下さい。キーロック・スイッチの目的は、計測中に押しボタンス

イッチが何かに接触し、計測が停止すのを防ぐためのものです。 

キーロック・スイッチがＯＮの状態で、ＳＲが受け付けない操作は次の４つです。 

 ①計測スタート、②計測ストップ、③データ・クリアー、④電源 OFF 

キーロック・スイッチを解除しない状態で、計測スイッチを押しても、計測ストップ操作は行えません。 

キーロック状態（パワーOFF 状態）でパワースイッチを押すと、パワーがＯＮになります。この状態で保管すると

電池が消耗しますので、キーロック・スイッチを解除しパワーを OFF にして下さい。 

３） 記録時間と記録周期について 

記録時間は、記録周期、サンプル周期に依存しますので、計測を開始する前に、５．１項の「記録時間」を参考に

最適な記録周期、サンプル周期をパソコンから設定して下さい。 

４） 長期間の計測について 

ＳＲの連続動作時間は、５．２項の「動作時間」の表を参照してください。長期間の計測を行う場合は必要に応じ

バッテリーボックスを併用して下さい。 

５） 防水性について 

ＳＲ本体は、防水構造になっていません。絶対に結露や水分がかからないように注意してご使用下さい。 

６） 記録データ数と計測ストップについて 

記録データ数が最大デ－タ数に達した時点で自動的に計測ストップとなります。 

７） 測定範囲について 

ＳＲシリーズの衝撃加速度測定範囲は、フルスケールの１１０％までです。１１０％を超えた衝撃加速度は、正常

デ－タと区別するために、フルスケールの１２０％値として記録します。 

例） ５０Ｇタイプの場合は５５Ｇまで測定することができます。５５Ｇを超えた衝撃加速度は、すべて６０Ｇとして

記録します。 

８） 電池の交換 

電池交換は必ずパワーOFF 状態で行って下さい。 

電池（００６Ｐ、アルカリ電池）をＳＲの電池スナップに取り付けます。 

電池のケーブルを電池ではさまないように注意して、上蓋（電池押え板）をしっかりと固定して下さい。 

長期間（１ヶ月以上）ＳＲを使用しないときは、電池を外して保管して下さい。 

９） 計測中に誤って電池を外した場合について 

計測データは、ＲＡＭの内部データが破損しているため、読み込むことができません。 

データ・クリアーを行わないで計測を開始すると、内部データが破損しているため、記録されたデータは正確で

はありません。 

計測中に電池を誤って外した場合は、必ずデータ・クリアーを行ってから計測を開始して下さい。 

１０）ロー・バッテリー、エンプティ処理 

計測中に電池電圧が６Ｖ以下になると、ロー・バッテリーを検出し、ＬＥＤを緑点滅から赤点滅に変えて知らせま

す。この場合は、計測をストップし、パワーを OFF にしてから電池の交換を行って、再度計測を行って下さい。 

電池電圧が４V 以下になると、エンプティを検出し、計測をストップして、パワーを OFF にします。これは、電池の

パワー不足によるＣＰＵの暴走を防ぐためです。電池の特性に依りますが、エンプティ検出ができない場合があ

ります。この場合、内部データが破損し、計測データが消滅します。この状況が発生しないよう電池容量と計測

期間を十分に考慮し、電池容量に余裕がある時点で計測ストップができるように運用して下さい。 

バッテリー・エンプティ処理を積極的に利用し、計測ストップを行うことは避けて下さい。 
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７．測定方式 

 ７．１ ピーク測定（ＳＲ１００／ＳＲ１０００） 

記録方式は、「記録時間間隔Ｍａｘ方式」を採用しています。 

従来方式では、加速度が設定した検出レベルを超えたものを記録するため、検出レベルの設定が低いと、短時間

でメモリーフルになり、途中で計測が終了してしまいます。また高めの検出レベルを設定すると、検出データが少

なくなってしまいます。「記録時間間隔Ｍａｘ方式」はこれらの問題を解決した方式で、１周期内のデータの最大値を

確実に記録します。 

 

１）計測日数、記録周期の決定 

 

計測したい日数（時間）を決め、その時間を６万データ（ＳＲ１００／ＳＲ１１００）もしくは２万データ（ＳＲ３００／ＳＲ１

３００）で割ったものが、データ記録周期になります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２）ピーク検出方式 

 

記録周期内の加速度信号を２ｍｓでサンプリングし、±のピーク値をそれぞれ記録します。 

またその時のパルス幅と発生時刻も記録します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

注１） 発生時刻はピーク絶対値が大きい方のみ記録します。ただし、絶対値が＋側と－側が同一値の 

場合は先に発生した時刻を記録します。 

注２） 作用時間（パルス幅）が１秒以上の場合は１秒として記録します。 

注３） フルスケールの±１％以内は“０”扱いとします。この時のパルス幅は０として記録します。 

６０秒

-PK6

記録周期が１分の時

６０秒

９時０分 ９時１分 ９時２分

＋ピーク＋５．８Ｇ

－ピーク－６．２Ｇ

発生時刻 ０分３２秒

＋ピーク
パルス幅
３０ｍｓ

－ピーク
パルス幅
４０ｍｓ

－ピーク
パルス幅
３２ｍｓ

＋ピーク
パルス幅
２５ｍｓ

－ピーク－４．２Ｇ

＋ピーク＋７．６Ｇ

発生時刻 １分４０秒

計測日数(時間）

ﾃﾞｰﾀ
60,000

ﾃﾞｰﾀ
59,999

計測開始

98年09月1日9時

ﾃﾞｰﾀ
1

ﾃﾞｰﾀ
2

ﾃﾞｰﾀ
3

+PK

-PK -PK -PK -PK

+PK +PK
+PK

+PK

-PK

０分 １分 ２分 ３分
59,998分 59,999分

計測終了

98年10月13日1時

ＳＲ１００／１分周期の時（約４１日間）　＊要リチウム電池
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 ７．２ 波形測定 （ＳＲ１０００シリーズのみ） 

衝撃の加速度が設定したトリガレベルを超えたものを、波形データとして記録します。また、記録した波形の 

ピーク値とパルス幅及びピーク発生時刻も記録します。 

連続波形として記録するには、トリガレベルを「0」で設定します。 

下記の図及び解説で表しているポイントとは 1 波形に割り当てられるデータ数をいいます。 

1 波形の実時間はサンプリング周期の設定値（１，２，５，１０，２０，５０，１００ms より選択）×512 となります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

注１） ピーク値の記録は、絶対値で大きい方を記録します。 （上図の場合は、+３．８Ｇを記録します。） 

注２） 絶対値が同一値の場合は、先に発生したピーク値を記録します。 

 

 

１） ピーク検出方式 

 

加速度信号を指定周期でサンプリングし、設定トリガレベルを超えた時点でプリトリガ分を含めて５１２ポイント分を

記録します。（プリトリガは０ポイント又は１００ポイントの選択ができます） 

３軸の場合は、Ｘ軸，Ｙ軸，Ｚ軸のいずれかがトリガレベルを超えた時点で記録開始となります。 

連続波形記録（トリガレベル 0）で測定した場合には、スタートボタンを押した時から５１２ポイントごとにピーク値を

記録します。 

 

 

２） 計測記録数 

 

１軸（ＳＲ１１００）で７５０波形まで記録できます。３軸（ＳＲ１３００）で、２５０波形記録できます。 

記録済みデータ数が最大７５０波形に達しない場合は最大１０回まで計測可能です。 

（スタート／ストップ１０回まで） 

 

 

 

１波形サンプリング（例）

パルス幅

ピーク +3．8Ｇ

トリガ
レベル

トリガ
レベル

　０G

５１２　ポイント

プリトリガ
（１００Ｐ）

●

●
●

●
●

ピーク -1．2Ｇ

ピーク +1．1Ｇ

ピーク -1．4Ｇ
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８．型式の構成 

１） 構成表 

 

タイプ 

ＳＲ１００ シリーズ（ピーク専用） ＳＲ１０００シリーズ（波形、ピーク用） 

１軸 ＳＲ１００ ３軸 ＳＲ３００ １軸 ＳＲ１１００ ３軸 ＳＲ１３００ 

内蔵（A） 外付（B） 内蔵（A） 外付（B） 内蔵（A） 外付（B） 内蔵（A） 外付（B） 

５Ｇ  SR100-5B  SR300-5B SR1100-5A SR1100-5B SR1300-5A SR1300-5B 

１０Ｇ SR100-10A SR100-10B SR300-10A SR300-10B SR1100-10A SR1100-10B SR1300-10A SR1300-10B 

２０Ｇ SR100-20A SR100-20B SR300-20A SR300-20B SR1100-20A SR1100-20B SR1300-20A SR1300-20B 

５０Ｇ SR100-50A SR100-50B SR300-50A SR300-50B SR1100-50A SR1100-50B SR1300-50A SR1300-50B 

１００Ｇ  SR100-100B  SR300-100B SR1100-100A SR1100-100B SR1300-100A SR1300-100B 

 

２） 基本仕様  

     

項  目 

仕     様 

SR100/300(ﾋﾟｰｸ専用) 

SR1100/1300（波形、ﾋﾟｰｸ用） 

ﾋﾟｰｸ 

ﾓｰﾄﾞ 
波形ﾓｰﾄﾞ 

測定対象 振動・衝撃加速度ﾋﾟｰｸ値 振動・衝撃加速度ﾋﾟｰｸ値＋波形 

ﾁｬﾝﾈﾙ数 SR100：1 軸、SR300：3 軸 SR1100：1 軸、SR1300：3 軸 

加速度ｾﾝｻｰ 静電容量型加速度ｾﾝｻｰ（A：内蔵ｾﾝｻｰ/B：外付ｾﾝｻｰ重さ 3g） 

周波数特性 1～200Hz （－3dB at 200Hz －24dB/oct） 

測定ﾚﾝｼﾞ ±5、10、20、50、100G（A/D 変換 10bit） 

ｻﾝﾌﾟﾘﾝｸﾞ周期 2ms 同左 1、2、5、10、50、100ms 

記録周期/ 

開始条件 
1、2、5、30、60 秒、2、5、10 分周期 同左 ﾄﾘｶﾞﾚﾍﾞﾙ 0、ﾌﾙｽｹｰﾙの 5～30% 可変 

記録ﾃﾞｰﾀ数 60,000 ﾃﾞｰﾀ（1 軸）/20,000 ﾃﾞｰﾀ（3 軸） 同左 
750 波形〈1 軸〉/250 波形〈3 軸〉 

（512 ｻﾝﾌﾟﾙ/波形） 

ﾃﾞｰﾀ構成 
発生時刻＋(＋)衝撃加速度ﾋﾟｰｸ値＋ﾊﾟﾙｽ幅 

(－)衝撃加速度ﾋﾟｰｸ値＋ﾊﾟﾙｽ幅 
同左 発生時刻＋加速度波形 

ｲﾝﾀｰﾌｪｰｽ RS232C（測定条件設定、ﾃﾞｰﾀ読み込み）ｹｰﾌﾞﾙ添付 

操作ｽｲｯﾁ ﾊﾟﾜｰ ON/OFF、計測ｽﾀｰﾄ/ｽﾄｯﾌﾟ、ｸﾘｱ、操作ﾛｯｸ 

動作表示 LED にて状態表示 

測定時間 約 400 日（SR100：10 分 設定条件による） 同左 約 9 時間 （0.1 秒ｻﾝﾌﾟﾙ設定条件による） 

電源 (添付品) AC ｱﾀﾞﾌﾟﾀｰ、 (別売品) 006P ｱﾙｶﾘ電池、ﾘﾁｳﾑ電池、電池ﾎﾞｯｸｽ 

ﾒﾓﾘｰﾊﾞｯｸｱｯﾌﾟ ﾊﾞｯｸｱｯﾌﾟ用ﾘﾁｳﾑ電池にてﾃﾞｰﾀ保持 

使用温湿度範囲 －20～＋55℃、10～90%（結露無きこと） 

外形寸法・重量 90×80×30mm、300 ｸﾞﾗﾑ 95×95×35、450 ｸﾞﾗﾑ 

添付ｿﾌﾄ 測定条件設定、ﾋﾟｰｸﾃﾞｰﾀ読込表示ｿﾌﾄ 測定条件設定、ﾋﾟｰｸ・波形ﾃﾞｰﾀ読込表示ｿﾌﾄ 

ｵﾌﾟｼｮﾝ 電池ﾎﾞｯｸｽ、防水ｹｰｽ 電池ﾎﾞｯｸｽ、SR 波形解析ｿﾌﾄ 

  記載の仕様は改良のため予告なく変更することがあります。 
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９．ＳＲ 外観図 

 ９．１ ＳＲ１０００／１３００ 外観図 
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 ９．２ ＳＲ１００／３００ 外観図 
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１０．オプション 

ＳＲシリーズは、下記のオプションを用意しています。 

 

名  称 型  名  備  考  

バッテリーボックス ＳＲ－ＢＢ  

００６Ｐアルカリ電池 ＳＲ－００６Ｐ 市販品 

００６Ｐ型 リチウム電池 ＳＲ－Ｕ９ＶＬ-Ｊ ２個１組１次電池 

防水ケース１ ＳＲ－ＷＢ１ 本体用（１００シリーズのみ） 

防水ケース２ ＳＲ－ＷＢ２ 本体＋電池用（１００シリーズのみ） 

防水ケース３ ＳＲ－ＷＢ３ 本体用（１０００シリーズのみ） 

外付加速度センサー ＭＴＳ－００５，０５０，１００ Ｂタイプの保守用 

インタフェース・ケーブル ＳＲ－２３２Ｃ 保守用 

ＡＣアダプター ＳＲ－ＡＣＡＤＰ 保守用 

ＳＲ連続波形解析ソフト ＳＲ-ＷＳＯＦＴ １０００シリーズ 連続波形解析用 

 

 

１） バッテリーボックス ： ＳＲ－ＢＢ 

００６Ｐタイプの電池を４個、収納。（カスケード接続で増設も可能）。 

形状 Ｗ１１５×Ｄ６５×Ｈ４０ｍｍ  重量 １１０グラム（電池含まず）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２） ００６Ｐアルカリ電池 ： ＳＲ－００６Ｐ（市販品 ９Ｖ）    ２個組で使用  １次電池 

 

   ３） ００６Ｐタイプリチウム電池 ： ＳＲ－Ｕ９ＶＬ-Ｊ（２個１組）  ９Ｖ １２００ｍＡｈ ２個組で使用  １次電池 
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５．１） 防水ケース１（本体用）   ： ＳＲ－ＷＢ１ 

 

ＳＲ１００／ＳＲ３００本体を防水ケースに収納。 

形状 Ｗ１２０×Ｄ８０×Ｈ５５ｍｍ  重量 ５００グラム（本体電池含む）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５．２） 防水ケース２（本体+電池用） ： ＳＲ－ＷＢ２ 

 

ＳＲ１００／ＳＲ３００本体と００６Ｐタイプの電池４個を防水ケースに収納。 

形状 Ｗ１６０×Ｄ８０×Ｈ８５ｍｍ  重量 ９００グラム（本体電池含む）。 
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５．３） 防水ケース３（本体） ： ＳＲ－ＷＢ３ 

ＳＲ１１００／ＳＲ１３００本体を防水ケースに収納。 

形状 Ｗ１２５×Ｄ１２５×Ｈ７５ｍｍ  重量 ７００グラム（本体電池含む）。 
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６） 外付け加速度センサー（外付けタイプ添付品、及び保守用） ： ＭＴＳ－「  」 

外付けセンサー・タイプ添付品の保守用加速度センサー 

 

 

 

 

 

 

 

 

センサー種類表 

型名 フルスケール 

ＭＴＳ－００５ ５Ｇ 

ＭＴＳ－０５０ １０、２０、５０Ｇ 

ＭＴＳ－１００ １００Ｇ 

 

７） インターフェース・ケーブル（PC 接続用）   （添付品、及び保守用） ： ＳＲ－２３２Ｃ 

Dsub 9P ｺﾈｸﾀ

1100±20

 

８） ＡＣアダプタ（添付品、及び保守用） ： ＳＲ－ＡＣＡＤＰ 

1
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＜  解 析 ソ フ ト 編  ＞ 

（この説明は、ソフトウエアのバージョン ３．５０Ｊ 以降用です。） 

 

１．ＳＲマネージャー 

ＳＲシリーズには、測定条件の設定、データの読込み、データの表示を行うことができる「ＳＲマネージャー」が添付

されています。 

「ＳＲマネージャー」は、測定データをパソコンに読込み後、グラフの表示、リストの表示及び印刷等が行えます。 

又、読込んだデ－タ・ファイルは、マイクロソフト・エクセルなどの汎用ソフトでも解析を行えます。 

 

連続波形記録で測定したデータにはマクロソフトＥｘｃｅｌ用「ＳＲ；連続波形解析」（別売）を使用すると、連続したグラ

フとして表示できます。  SR マネージャーでは 1 波形（512 ポイント）ごとの表示となります。 

 

 １．１ ＳＲマネージャーのインスト－ル 

 

１） 添付されているフロッピ－ディスク『ＳＲ Ｍａｎａｇｅｒ Ｓｅｔｕｐ Ｄｉｓｋ』をパソコンのフロッピー・ディスクドライブに

挿入します。 

 

２） 下記の画面のように “スタート” → “ファイル名を指定して実行” を選択して左クリックしてください 

 

 

 

３） 次にファイルの選択画面が表示されますので、 a:\setup.exe と入力して“ＯＫ” ボタンをクリックすることで 

インストーラー が起動します。 

４） 画面の指示に従い操作すると、 インストール は完了します。 

 

注１）標準のインストール先は、“c:\Program Files\MTC\SR マネージャ”になっています。 

注２）インストール先を変更したい場合は、インストールメッセ－ジに従って変更して下さい。 

注３）インストールを中断する場合は、上記ウインドウ内の キャンセル ボタンをクリックします。 

 



 

２０

 １．２ ＳＲマネージャーの構成 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

注） ＳＲ１００、ＳＲ１１００（１軸タイプ）は、「ＳＲ情報」、「測定条件設定」のセンサー情報欄のＺ軸にセン

サー番号、センサー感度を表示もしくは設定をしますが、「グラフ表示」では測定されたデータはＸ軸

に表示されます。 

 

 

２． ＳＲ マネージャーの取扱い 

メイン・メニュー 

 

ＳＲマネージャーを立ち上げると下記メニュー画面が表示されます。 

ソフトウエアのバージョン番号はタイトル・バーに（Ｖｅｒ. XXX）と表示されますので確認してください。 

本説明書は Ver. 3.50J 以降を対象にしています。 

メニューに表示された各ボタンをクリックするとそれぞれの処理に移動します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ＳＲマネージャーの メニュー画面から、項目ボタンをクリックすると各処理に移動します。 

但し、「ＳＲ情報」と「測定条件設定」の場合は ＳＲ本体が接続されている必要があります。 

 ＜装置本体編＞ ４項の「測定準備」が完了状態であることが必要です。 

 

 

メイン・メニュー

測定条件設定

ＳＲの測定データをＰＣに読込みます。

ＰＣ環境設定 ＰＣの環境を設定します。

ＳＲの測定条件を設定します。

ＳＲ情報
ＳＲ本体の情報を読み込み表示します。

グラフ表示 グラフ表示、リスト表示及び印刷をします。

リアルタイム表示 リアルタイムで波形／ピ－クを表示します。

  



 

２１

 ２．１ ＳＲ 情報 

メイン・メニューのＳＲ情報をクリックすると、ＳＲ本体の設定情報を読込んで表示します。 

（本画面での設定は出来ません。設定は測定条件設定で行います。） 

 

１） ＳＲ１０００シリ－ズのＳＲ情報画面 

ＳＲ１０００シリ－ズのＳＲ情報画面を以下に示します。（ＳＲ１１００／ＳＲ１３００） 

 

ＳＲ本体側の現在設定されているデータを表示します。 

 

① 機器情報 ＳＲ種別、製造番号、機器番号、バッテリー状態、ファームのバージョン、機器時刻の情報を

表示します。 

 

② 計測設定 計測方法、記録周期、サンプル周期、３軸動作、トリガ・レベル、プレトリガ、上書き等、計測

設定の情報を表示します。 

 

③ ｾﾝｻｰ情報 センサーレンジ、位置（内蔵型／外付け型）、各軸のセンサー番号と感度を表示します。 

 

④ 計測情報 計測番号、開始時刻、開始条件、終了時刻、終了条件、計測数など、現在接続しているＳＲ

本体の計測情報を最大１０計測分、表示します。 

 

  



 

２２

２）ＳＲ１００シリ－ズのＳＲ情報画面 

 

ＳＲ１００シリ－ズのＳＲ情報画面を以下に示します。（ＳＲ１００／ＳＲ３００） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ＳＲ本体側の現在設定されているデータを表示します。 

 

①機器情報 機器番号、記録周期、ＳＲ種別、センサｰレンジ、位置（内蔵型／外付け型）、機器時刻、 

バッテリー状態、製造番号 等、ＳＲ本体内の情報を表示します。 

 

②センサー情報 各軸のセンサー番号と感度を表示します。 

 

③計測情報 計測番号、開始時刻、開始条件、終了時刻、終了条件、周期、計測など、計測回数分（最大１０

回）の各情報を表示します。 

 

 

  



 

２３

 ２．２ データ読み込み 

メインメニューのＳＲ情報をクリックし、ＳＲ情報画面を表示します。 

ＳＲ情報画面で、ＳＲに記録されているデータをＰＣに読み込みます。ＳＲ１０００シリーズ用の画面で説明します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

画面下半分にＳＲ本体に記録されている測定データの一覧が表示されます。 （最大 10 データまで） 

読み込みを行う測定データの行の頭にある四角にチェックマークがあることを確認します。 

チェックマークがある測定データが、データ読み込みの対象となります。 

上記の画面では計測番号 ∨ 01 ∨ 02 を選択しています。 

 

『データ読込み』をクリックすると、『測定データを読み込みますか？』が表示されますので、 

読み込む場合、“はい（Ｙ）”をクリック、読み込まない場合、“いいえ（Ｎ）”をクリックします。 

 

 

 

“はい（Ｙ）”の場合、下記の表示がされ、計測番号“０１”と“０２”の読み込みが開始されます。 

 

 

 

読み込みが終了すると、下記のように表示されます。“ＯＫ”で処理が終了します。 

 

  



 

２４

 ２．３ 測定条件設定 

メイン・メニューの「測定条件設定」をクリックすると、ＳＲ本体から現在設定されている計測条件を読込んで、以下

の画面を表示します。 

計測条件の設定には、<装置本体編> ５．記録時間 ７．測定方法 についても参考にしてください。 

 

１） ＳＲ１０００シリ－ズのＳＲ測定条件設定画面 

ＳＲ１０００シリ－ズのＳＲ測定条件設定画面を以下に示します。（ＳＲ１１００／ＳＲ１３００） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

① 機器情報  機器番号と時刻の情報です。 

ａ） 機器番号 ： ０１～９９の範囲で入力しその後、『機器番号設定』をクリックして下さい。 

ＳＲを複数台使用の時の識別番号です。 （出荷時は“０１”です） 

ｂ） 機器時刻   ： パソコン（ＰＣ）の時刻又は、指定入力の時刻が設定出来ます。 

入力後、『時刻設定』をクリックして下さい。 

 

② センサー情報  外付けタイプの場合に設定ができます。（内蔵型の場合、設定できません。） 

設定を行う時は Ｓｈｉfｔ + Ｃtｒｌ + 右クリック で設定入力が有効にできます。 

外付けセンサーに添付されている、センサー番号とセンサー感度を入力し設定して下さい。 

ＳＲ１１００（１軸タイプ）は、Ｚ軸に設定して下さい。 

 

③ 計測設定  各種計測条件を設定します。 

ａ） 計測方法 波形モ－ド／ピークモ－ドのいずれか一方を選択します。 

ｂ） 記録周期 ピ－クモードのみ有効。 ピークモ－ドは、１、２、５、１０、３０、６０秒、２、５、１０分 から選

択します。 

ｃ） サンプル周期 波形モ－ドは、１、２、５、１０、２０、５０、１００ｍｓ から選択します。 

ピークモ－ドでは、２ｍｓ（固定）です。 

ｄ） ３軸動作 ３軸同時です。（変更できません。） 

ｅ） 上書き 上書き無し／上書き（最も古いデータの上から上書きしていきます。） 

f ) トリガレベル 波形モ－ドのみ有効。フルスケールの ０、５、１０、１５、２０、２５、３０％ から選択します。 

連続波形として記録するには、トリガレベルに０を選択します。 

０に設定した場合は、スタート・ボタンを押すと同時に、波形の記録が開始され、もう一度、

スタート・ボタンを押すと停止します。 

ｇ） プレトリガ 波形モ－ドのみ有効。 ０、１００（１００ポイント前からの波形を記録） から選択します。 

連続波形として記録するには、プレトリガに０を選択します。 

 

各項目を入力後、『設定』をクリックすると測定条件が設定されます。 

  



 

２５

 ２） ＳＲ１００シリ－ズのＳＲ測定条件設定画面 

ＳＲ１００シリ－ズのＳＲ測定条件設定画面を以下に示す。（ＳＲ１００／ＳＲ３００） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

① 機器情報  機器番号と時刻の情報です。 

ａ） 機器番号 ０１～９９の範囲で入力しその後、『機器番号設定』をクリックして下さい。 

ＳＲを複数台使用時の識別番号です。 （出荷時は“０１”です） 

ｂ） 記録周期 １、２、５、１０、３０、６０秒、２、５、１０分 から選択します。 

ｃ） 機器時刻 パソコン（ＰＣ）の時刻又は、指定入力の時刻が設定出来ます。 

入力後、『時刻設定』をクリックして下さい。 

 

② センサー情報  外付けタイプの場合に設定ができます。（内蔵型の場合、設定できません。） 

設定を行う時は Ｓｈｉfｔ + Ｃtｒｌ + 右クリック で設定入力が有効にできます。 

外付けセンサーに添付されている、センサー番号とセンサー感度を入力し設定して下さい。 

ＳＲ１００（１軸タイプ）は、Ｚ軸に設定して下さい。 

 

各項目を入力後、『設定』をクリックすると測定条件が設定されます。 

 

 

  



 

２６

 ２．４ ＰＣ環境設定 

メインメニューのＰＣ環境設定をクリックすると、ＰＣ環境を設定する本画面が表示されます。 

 

 

１）データ格納場所の設定 

ＳＲ本体から読込んだデータを格納するフォルダを設定します。初期値は“ＳＲマネージャー”のあるフォルダの

“SR-DATAS”となっています。格納先を変更したい時は、変更するフォルダを選択して設定します。 

 

２）データファイル名の設定 

ＳＲから読込んだ測定データのファイル名をデータ番号別に設定します。（拡張子“.CSV”固定） 

 

①自動モ－ドの時  『 ＳＲ○○△＃＃－ＹＹＹＹＭＭＤＤｎｎ-ｍｍ 』 

 

ａ） ＳＲ○○ ＳＲタイプ ＳＲ１１（ＳＲ１１００）、ＳＲ１３（ＳＲ１３００） 

ＳＲ０１（ＳＲ１００） 、ＳＲ０３（ＳＲ３００） 

ｂ） △ Ｐ（ピ－クファイル） 、Ｗ（波形ファイル） 

ｃ） ＃＃ ＳＲの機器番号 

ｄ） ＹＹＹＹＭＭＤＤ セ－ブした日付（西暦、年月日） 

ｅ） ｎｎ 計測Ｎｏ （０１～１０） 

ｆ ) ｍｍ シリアルＮｏ （０１～９９） 

 

②手動モ－ドの時 任意のファイル名を入力して下さい。その指定したファイル名でデータをセ－ブします。 

（拡張子は入力する必要はありません。ＣＳＶとなります。） 

 

３）通信の設定 

通信ポート データを入出力するポート番号を指定します。（初期値は、１です） 

通常のパソコンでは、“１”か“２”になっています。 

 

各項目を入力後、『設定』をクリックすると設定されます。 



 

２７

３．グラフ表示 

連続波形記録で測定したデータにはマクロソフトＥｘｃｅｌ用「ＳＲ連続波形解析」（別売）を使用すると、連続したグラ

フとして表示できます。  SR マネージャーでは 1 波形（512 ポイント）ごとの表示となります。 

 

メインメニューの「グラフ表示」をクリックするとグラフ表示、リスト表示及び印刷等を行う以下の画面が表示されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ファイル・メニュー ① データファイルを開く  指定ファイルを開きます。 

② グラフ設定の変更  グラフ表示の色を変更できます。 

③ データ表示画面の終了  処理を終了します。 ( 開いたファイルのグラフ／リスト表示 ) 

 

 ３．１ ファイル （ ＳＲ 共通 ） 

グラフ表示の「デ－タファイルを開く」を選択すると、以下の画面が表示されます。 

 
（例）Ｓｒ-ｄａｔａフォルダ内のデ－タファイルが上図のように表示されます。 

 

ファイル名はデータ読み込みを行った時点で次のようになります。（データファイル名の設定が自動モ－ドの場合） 

  ＳＲ○○△＃＃－ＹＹＹＹＭＭＤＤｎｎ-ｍｍ   

ａ） ＳＲ○○ ＳＲタイプ SR11(SR1100)､SR13(SR1300)SR01(SR100) ､SR03(SR300) 

ｂ） △ Ｐ（ピ－クファイル） 、Ｗ（波形ファイル） 

ｃ） ＃＃ ＳＲ本体の機器番号 

ｄ） ＹＹＹＹＭＭＤＤ セ－ブした日付（西暦、年月日） 

ｅ） ｎｎ 計測Ｎｏ （０１～１０） 

ｆ ) ｍｍ シリアルＮｏ （０１～９９） 

 

グラフ表示をするファイルを選択し、「開く」をクリックして下さい。 

  



 

２８

＜ アイコンの説明 ＞ 

 

 

 

 

 

 

（１） ファイル機能（ＳＲ共通） 

① ファイル 指定のデ－タファイルを開きます。 

② リスト表示 開いたファイルをリスト表示します。 

③ 印刷 開いたファイルで表示されているグラフ／リストを印刷します。 

指定プリンタに印刷できます。 

④ プロパティ 開いたファイルのプロパティ情報が参照できます。 

 

 

（２） グラフ表示（ＳＲ共通） 

① ３軸同軸表示 ３軸を同一のグラフ画面に表示します。 

② １軸（Ｘ）表示 同上の画面にＸ軸のみを表示します。 

③ １軸（Ｙ）表示 同上の画面にＹ軸のみを表示します。 

④ １軸（Ｚ）表示 同上の画面にＺ軸のみを表示します。 

⑤ ３軸独立表示 ３軸を別々のグラフで同一画面に表示します。 

⑥ スケール変更 グラフ表示のスケールを変更します。 

ａ） 時間軸スケール ： ピークのみの対象 

▲
▼

全体表示
 

時間軸スケールは、全体表示、１、２、５、１０、２０、３０分、１、２、６、１２時間、１、２、５、１０日、１、３、６

ケ月から選択できます。 

 

ｂ） Ｇ軸スケール ： 波形／ピーク 共。 

▲
▼

等　倍
 

Ｇ軸スケールは、等倍、２倍、５倍、１０倍から選択できます。 

 

⑦ 次のデータを表示 次デ－タ／前デ－タの波形データを表示します。（波形のみ） 

≪：１０個前のデータ   ＜：前のデータ   ＞：次のデータ   ≫：１０個先のデータ 

波形検索で指定番号の波形データを表示します。（リスト表示の時、操作可能） 

 

  

（1） （2） 



 

２９

 ３．２ 波形／３軸同軸表示  （ＳＲ１０００シリーズのみ） 

３軸同軸表示 の状態の時、波形モードで記録したデータファイル“SR13W44-2000031301-3”（例）の「開く」を実行

すると、以下の画面を表示します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３軸同軸表示した場合、データ No. 1 の波形データをグラフ表示します。グラフはＸ軸、Ｙ軸、Ｚ軸を同一の座標内に

表示します。 

次のデータ／前のデータ／指定データを選択できます。 

ＳＲ１１００（１軸タイプ）はＸ軸として表示します。 

 

 ３．３ 波形／３軸独立表示  （ＳＲ１０００シリーズのみ） 

表示項目を “３軸独立表示” を選択した時、以下の画面を表示します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

同一画面上に独立の各軸グラフ（Ｘ軸、Ｙ軸、Ｚ軸）を表示します。（上段：Ｘ軸、中段：Ｙ軸、下段：Ｚ軸） 

次のデータ／前のデータ／指定データを選択できます。 

ＳＲ１１００（１軸タイプ）はＸ軸に表示します。 

（３軸独立表示のグラフは印刷できません。） 

  

  



 

３０

 ３．４ 波形／１軸表示（Ｘ／Ｙ／Ｚ軸）  （ＳＲ１０００シリーズのみ） 

１軸表示を指定（例：Ｙ軸）した時の画面を以下に示します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

次のデータ／前のデータ／指定データが選択できます。 

ＳＲ１１００（１軸タイプ）はＸ軸に表示します。 

 

 ３．５ スケール変更 （波形／ピーク共用） 

波形グラフ表示、ピークグラフ表示の横軸、縦軸のスケールを変更する画面です。 

 

 

１） 波形グラフ表示のスケール変更 

縦軸の変更はできますが、横軸の変更はできません。 

縦軸は、等倍、２倍、５倍、１０倍から選択できます。（但し、３軸独立表示はできません） 

 

２） ピーク・グラフ表示のスケール変更 

横軸、縦軸共に変更できます。（但し、３軸独立表示はできません） 

全体表示、１、２、５、１０、２０、３０分、１、２、６、１２時間、１、２、５、１０日、１、３、６ｹ月、ユーザー指定 

から選択できます。 ユーザー指定の場合、表示する期間を下の２つの窓にて設定します。 

縦軸は、等倍、２倍、５倍、１０倍から選択できます。 

  



 

３１

 ３．６ 波形／リスト表示  （ＳＲ１０００シリーズのみ） 

波形データのグラフ表示から“リスト表示”を選択した時の波形データのリスト表示画面です。 

 

 

 

各軸の最大値が、記録周期内の「いつ」、「何Ｇ」で、パルス巾は「何ｍｓ」であったかを示しています。 

 

１） 波形検索 “データ No.”からの波形グラフの表示ができます。（データ No.”を選択してダブルクリックすると、

波形をグラフ表示します。 

２） ソート 各軸（Ｘ軸／Ｙ軸／Ｚ軸）及び３軸合成単位のソートができます。Ｘ軸等をクリック後Ａｚをクリックす

ると値の大きい順に、ＺＡをクリックすると値の小さい順に並びます。 

          絶対値比較（有無）の指定も可能です。 

 

ソート画面（例）  Ｘ軸／絶対値比較（無効）の指定例 

 

 

 

３）印刷 指定範囲の印刷ができます。 

 



 

３２

 ３．７ ピーク値／３軸独立表示 

３軸独立表示を指定した時の画面を以下に示します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

同一画面上に各軸データを（Ｘ軸、Ｙ軸、Ｚ軸）独立して表示します。（上段：Ｘ軸、中段：Ｙ軸、下段：Ｚ軸 ） 

次のデータ／前のデータ／指定データを選択できます。 

ＳＲ１００、ＳＲ１１００（１軸タイプ）はＸ軸に表示します。 

   ３軸独立表示のグラフは印刷できません。 

 

 ３．８ ピーク値／１軸表示 

 

１軸独立表示を指定した時の画面を以下に示します。（例Ｘ軸） 

 

 

 

各軸のＸ軸、Ｙ軸、Ｚ軸で１軸のみの表示になります。 

次のデータ／前のデータ／指定データを選択できます。 

ＳＲ１００、ＳＲ１１００（１軸タイプ）はＸ軸に表示します。 

  



 

３３

 ３．９ ピーク値／リスト表示 

ピーク値データのグラフ表示から“リスト表示”を選択した時のピーク値のリスト表示画面です。 

 

 

各軸の±最大値が、記録周期内の「いつ」、「何Ｇ」で、パルス巾は「何ｍｓ」であったかを示しています。 

 

１）検索 最大値の検索ができます。  指定値以上の検索ができます。 

２）ソート 各軸（ Ｘ軸（±）／Ｙ軸（±）／Ｚ軸（±） ）単位のソートができます。ＸＧ（＋）等やｍｓをクリック後Ａｚ

をクリックすると値の大きい順に、ＺＡをクリックすると値の小さい順に並びます。 

絶対値比較（有無）の指定も可能です。 

３）印刷 指定範囲の印刷ができます。 

 

 

 ３．１０ グラフ色の変更表示 

グラフ表示画面のメニュー「グラフ設定の変更」を選択すると下記の画面が表示されます 

 

 

グラフ表示の Ｘ軸、Ｙ軸、Ｚ軸の色を任意に変更設定できます。カラ－プリンタに印刷する際に、グラフの色を自由

に編集できます。 

色の初期値 ： Ｘ軸＝赤色 、Ｙ軸＝青色 、 Ｚ軸＝濃い緑色 です。 

 



 

３４

 ３．１１ ファイルのデータ情報の表示 

グラフ画面左上の ！ マークをクリックすると、開いているファイルの詳細情報が参照できます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４．リアルタイム表示  （ＳＲ１０００シリーズのみ） 

ＳＲ１０００シリーズは振動衝撃のピーク値または波形をリアルタイムにパソコンに表示する機能を持っています。 

現在、この機能はＳＲ１３００のみです。（ＳＲ１１００にも近日中に組込み予定です） 

 

 ４．１ リアルタイムモードの設定 

以下の手順でリアルタイムモードを設定して下さい。 

 

１） ＳＲ本体に通信用のケーブルを接続し、電源をオンにします。 

２） ＳＲマネージャの「ＳＲ測定条件設定画面」で、ＳＲの計測条件を設定します。（ 前出２．３項 参照 ）  

３） ＳＲ本体の電源を一旦オフにします。 

４） ＳＲマネージャーのメニュー画面で「リアルタイム画面」をクリックします。（ＳＲの電源はＯＦＦのままです。） 

５） これで、リアルタイム表示用画面となります。（とりあえず、前回利用したグラフまたはリスト画面が出ます。） 

６） 画面上の左端にある「ＳＲ」ボタンをクリックすると以下の画面が表示されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

７） ＳＲ種別、センサーレンジ、モード、サンプリングを入力します。これは、受信用の設定ですから、２）で設定し

た内容と同じにしてください。（サンプリング値は波形モード時のみ入力します。） 

８） 画面上部の左から２番目の「開始」ボタンをクリックします。これで、受信可能状態になります。 

９） ＳＲ本体のＳＴＡＲＴスイッチを押したまま、ＰＯＷＥＲスイッチを押します。ブザーが鳴ったら、ＰＯＷＥＲスイッ

チだけを離します。ＳＴＡＲＴボタンは、“ＩＮＤランプ”が点滅に変わるまで（約２秒間）離さないでください。 

これで、計測が開始され、波形／リストに合った条件で、そのつど画面に表示されます。 

１０）終了の時はリアルタイム表示用画面の「停止」ボタンをクリックしてください。 

１１）ＳＲ本体の方は、電源スイッチを再度押して電源をオフにします。 

 

  

  



 

３５

 ４．２ リアルタイム波形表示 

 

波形モード時の画面（グラフ）を以下に示します。画面は衝撃（振動）が入力され、トリガレベルを超えるたびに自動

更新され表示されます。 

ＳＲ１１００の時は１軸表示です。 

 

 
 

 

 ４．３ リアルタイムピーク表示 

 

ピークモード時の画面（リスト）を以下に示します。最新データが順次スクロール表示されます。 

ＳＲ１１００の時は１軸表示です。 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

衝撃 振動 加速度 レコーダ 

（ショック・レコーダ） 

"ＳＲ シリーズ" 

取 扱 説 明 書 

REVISION-5 

2015-6-15 

 

 

株式会社テー・シー・アイ 

〒144-0044 東京都大田区本羽田 1-19-1 

TEL 03-3743-5265 

FAX 03-3743-5269 

http://www.tci-net.co.jp 

 

 


